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令和３年度第２回喜多方市地域公共交通会議 会議録 

 

 

１ 開催日時  令和３年11月18日（木）午後１時30分～午後２時40分 

 

２ 開催場所  喜多方市塩川郷土民舞伝習施設ふるさと会館 

 

３ 出 席 者 

（１）委 員  20名 

   遠藤 忠一 委員  津田  弘幸 委員  林 浩一郎 委員  五十嵐 武 委員 

   渡部  幸博 委員  鈴木  敏生 委員  宍戸 紳一郎 委員  星   隆 委員 

    遠 藤  章 委員    添田 孝夫 委員  齋藤 憲一 委員  大竹 トモ子 委員 

    越 戸  直 委員  佐藤 秀樹 委員  桜澤 一朝 委員  五十嵐 敦 委員 

    渡部  和昭 委員  齋 藤  進 委員  安藤 義弘 委員  大島 鉄三 委員   

    

   ※欠席委員 10名 

    山内富士夫 委員  澤 井  淳 委員  今井    誠 委員  山田 保道 委員 

安 田  茂 委員  山 内  浩 委員  橋谷田弘由 委員  小林 茂行 委員 

渡辺 貴智 委員  穴澤 正志 委員  

 

（２）事務局 

   事務局長（地域振興課長）     山口 和志  

   事務局 （地域振興課長補佐）    外島  誠司 

   同   （地域振興課副主任主査） 高 橋  孝  

   同   （地域振興課副主査）   阿部晋太郎 

 

（３）公共交通計画策定調査業務受託事業者 

   株式会社ケー・シー・エス福島営業所 石田 洋平 

   同                 伊 藤  良 

   同                 加藤 純子 

    

 

（４）オブザーバー 

   喜多方警察署公共交通担当者１名 

   会津乗合自動車㈱担当者１名 

関係市町村（会津若松市、会津坂下町）公共交通担当者２名 

塩川総合支所住民課公共交通担当者１名 

山都総合支所住民課公共交通担当者１名 

高郷総合支所住民課公共交通担当者１名 

 

 

４ 配布資料 

 ・令和３年度第２回喜多方市地域公共交通会議次第 

 ・喜多方市地域公共交通会議委員等名簿 

・資料１ 現行計画（地域公共交通網形成計画、再編実施計画）の検証について 

・資料２ 地域公共交通計画策定調査業務に係る各種調査結果について 

・資料３ 公共交通を取り巻く課題と今後の対応方針（案）について 

・資料４ 今後のスケジュールについて 
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５ 会議の経過 

 （１）開 会 

 （２）会長あいさつ 

   ・規約第８条第１項の規定により、会長である遠藤忠一委員が議長となり以下、議事進行

を行う。 

 （３）報 告 

   ①現行計画（地域公共交通網形成計画、再編実施計画）の検証について 

   ②地域公共交通計画策定調査業務に係る各種調査結果について 

    ・①並びに②について一括して公共交通計画策定調査業務受託事業者の株式会社ケー・シ

ー・エス福島営業所担当者より資料１、資料２により説明。 

    ・議長が意見・質疑を求めたが、意見・質疑はなく「承認」となる。 

 （４）議 題 

   ①公共交通を取り巻く課題と今後の対応方針（案）について 

    ・事務局より資料３により説明。 

    ・加えて議長より、子ども達が地域の公共交通の現状について承知しておらず、将来、喜

多方で生活して行くうえで地域公共交通をどのようにするのか関心が寄せられている旨

の説明を行った。 

    ・議長が意見・質疑を求めたところ、次の意見等があった。 

（委 員）市が広域であるため市内であっても自分が居住している地域から離れている

地域の公共交通の現状については興味関心が薄れてしまっている。事業を担

っている事業者等の意見をしっかりとくみ上げて事業へ反映することが重要

である。 

・議長がさらに意見・質疑を求めたが、意見・質疑はなく、承認された。 

 （５）その他 

    今後のスケジュールについて 

・事務局より資料４により説明。 

・議長が会議内容全体を含めて意見・質疑を求めたところ、次の意見等があった。 

（委 員）資料３（公共交通の取り巻く課題と今後の対応方針（案））は非常にわかり

やすくまとめられている。 

基本的な方針②：利用実態に見合った持続可能な公共交通の構築は、目標

①：市内の移動手段の利便性向上に関連すると思われるので、交通計画の素

案を示す際には、これまでの調査結果を十分の検証し目標①を達成できる案

が示さることを希望する。 

    （事務局）予約型乗合交通「みんべぇ号」、喜多方市まちなか循環線においても利便性

の向上を図り、新たな利用者の獲得につなげることについて調査結果を基に

検討している。 

         交通計画の素案へ具体的な取組を記載し、最終的に利用者が増える公共交通

としたい。 

・議長がさらに意見・質疑を求めたが、意見・質疑はなく、承認された。 

 

 （６）閉 会 


